
事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－１ リスク評価に関する調査、検討

（実績額） ２０ ７ 8

・内部火災等を対象とした加工施設及び再処理施設のリスク評価手法に関する調査、検討

内部火災リスク評価実
施手順に関する調査、
検討

・発電炉の内部火災PRA
手順に関する調査を実施
・加工施設及び再処理施
設の空間相互作用解析の
手順作成に向けた検討を
実施
【取得した知見】
・発電炉の内部火災PRA
手順に関する知見を取得
・試解析を実施し、空間
相互作用解析の手順に関
する知見を取得

内部火災リスク評価実
施手順に関する検討

内部火災リスク評価実
施手順に関する検討

・加工施設及び再処理施
設のスクリーニング解析
及び詳細解析の手順作成
に向けた検討を実施

【取得した知見】
・スクリーニング解析の
手順作成のための課題に
関する知見を取得
・詳細解析の手順作成の
ための課題に関する知見
を取得

・加工施設及び再処理施
設のスクリーニング解析
及び詳細解析の手順作成
に向けた検討を実施

【取得した知見】
・スクリーニング解析の
課題への対応に関する知
見を取得
・詳細解析の課題への対
応に関する知見を取得

内部火災リスク評価実
施手順の検討

・これまでの知見を踏ま
え、加工施設及び再処理
施設の内部火災リスク評
価実施手順の素案を作成
予定

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）

TAKAO002
参考資料２



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－２ 燃焼挙動試験

―

（実績額） ― 60 6５ ―

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）

・加工施設及び再処理施設における火災事故時の燃焼挙動に着目した
試験データの取得

・有機溶媒燃焼による
HEPA フィルタ差圧試
験を実施
・GB構成材料の熱分解
試験を実施

【取得した知見】
・有機溶媒燃焼に伴う浮
遊粒子の放出挙動と
HEPA フィルタの差圧
上昇挙動に関する知見
・GB構成材料の昇温速
度や雰囲気の違いによる
熱分解挙動及び放出され
る熱分解ガスの組成に関
する知見

・GB構成材料の熱分解
ガスの定量的な同定と放
出挙動に関連するデータ
を取得するための試験
・GB構成材料の燃焼試
験及びHEPAフィルタ目
詰まり試験の実施

【取得した知見】
・各GB構成材料の熱分
解時に発生するガスの定
量的な成分及び放出量・
放出速度に関する知見
・GB構成材料(ポリカー
ボネート、アクリル等）
の燃焼面積や換気流量の
違いによる燃焼挙動の差
異に関する知見

・GB構成材料の熱分解
時に生じる可燃性ガスの
着火・燃焼試験の実施
・複数種類のGB構成材
料を用いた燃焼試験の実
施

【取得した知見】
・各熱分解ガスの着火・
燃焼に必要な酸素濃度に
関する知見
・複数種類のGB構成材
料を同時燃焼させた場合
の燃焼挙動に関する知見

・有機溶媒火災に伴
う有機溶媒ミストに
よ る HEPA フ ィ ル
ター差圧上昇挙動の
把握
・グローブボックス
（GB）構成材料の熱
分解挙動の把握

・GB構成材料の熱分
解に伴う熱分解ガス
の定量的な同定と放
出挙動の把握
・GB構成材料の燃焼
挙動及びこれに伴う
HEPAフィルタ目詰
まり挙動の把握

・GB構成材料の熱分
解ガスの着火・燃焼
特性の把握
・複数種類のGB構成
材料を同時燃焼させ
た場合の燃焼挙動の
把握



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－３ 放射性物質移行挙動試験

―

（実績額） 34 32 ３８ ―

・高レベル濃縮廃液の蒸発乾固事故時における気相中での凝縮挙動等に
着目した試験データの取得

・気体状Ruに関する凝
縮試験、熱分解試験、エ
アロゾル試験を実施
・亜硝酸添加試験を実施
・廃液及び乾固体への注
水試験を実施

【取得した知見】
・事象進展に応じた気相
条件での気体状Ruの移
行挙動に関する知見を取
得
・亜硝酸濃度等の違いに
よるRu放出抑制効果に
関する知見を取得
・事象進展初期での注水
時の放射性物質移行挙動
に関する知見を取得

・気体状Ruに関する
移行挙動の把握
・共存物質によるRu
放出抑制効果の把握
・注水時の放射性物質
移行挙動の把握

・気体状Ruに関する
移行挙動の把握
・共存物質によるRu
放出抑制効果の把握
・注水時の放射性物質
移行挙動の把握

・気体状Ruに関する移
行挙動の把握
・注水時の放射性物質
移行挙動の把握

・気体状Ruに関する凝
縮試験、気液接触試験、
熱分解試験、エアロゾル
試験を実施
・亜硝酸添加試験を実施
・廃液及び乾固体への注
水試験を実施
【取得した知見】
・事象進展に応じた気相
条件での気体状Ruの移
行挙動に関する知見を拡
充
・亜硝酸濃度等の違いに
よるRu放出抑制効果に
関する知見を拡充
・事象進展中期での注水
時の放射性物質移行挙動
に関する知見を取得

・気体状Ruに関する気
液接触試験、エアロゾル
試験を実施
・乾固体への注水試験を
実施

【取得した知見】
・事象進展に応じた気相
条件での気体状Ruの移
行挙動に関する知見を拡
充
・事象進展晩期での注水
時の放射性物質移行挙動
に関する知見を取得

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－４ 影響評価に関する試解析（1/2)

（実績額） ９ ８ ６

・加工施設及び再処理施設で発生が想定される重大事故等の影響評価に関する検討

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）

・GB火災解析に関連する
文献の収集・調査を実施
・CFDコードのGB火災
解析に対する適用性の調
査
・CFDコードを用いた
GB内火災を想定したベン
チマーク解析を実施

【取得した知見】
・GB火災解析における
CFDコードの特徴及び適
用範囲に関する知見

・ゾーンモデルコード及
びCFDコードを用いた
GB内火災の酸素消費モ
デルの影響に着目したベ
ンチマーク解析を実施
【取得した知見】
・ゾーンモデルコード及
びCFDコードの特徴及び
適用範囲に関する知見の
拡充

・CFDコードによるGB
外火災を想定したGBパ
ネル材の燃焼モデルの作
成の実施
・CFDコードを用いた、
給気口位置の影響に着目
したGB内火災のベンチ
マーク解析を実施

【取得した知見】
・CFDコードを用いた
GBパネル材燃焼のモデ
ル化に関する知見
・CFDコードの特徴及び
適用範囲に関する知見の
拡充

MOX燃料加工施設の
代表的な火災シナリ
オに対する火災解析
の実施・評価結果の
検討

・グローブボックス
(GB)火災解析に必要
なデータの収集・整理
・GB火災解析におけ
る解析コードの特徴及
び適用範囲の確認

GB火災解析における
解析コードの特徴及
び適用範囲の確認

GB火災解析における
解析コードの特徴及
び適用範囲の確認

【火災事象】



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－４ 影響評価に関する試解析（2/2)

（実績額） １１ １２ ２４

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）

【水素爆ごう事象】

水素爆ごう解析ソフ
トの選定、特性及び
適用性の検討

・水素爆ごう解析に用い
るソフトとしてANSYS
AUTODYNを選定
・ベンチマーク解析によ
る上記ソフトの特性及び
適用性の検討を実施

【取得した知見】
・ ANSYS AUTODYN
の水素爆ごう解析への特
徴及び適用性に関する知
見を取得

環状型貯槽及び円筒
型貯槽を対象にした
水素爆ごう解析

排気系を考慮した円
筒型貯槽を対象にし
た水素爆ごう解析

再処理施設における
水素爆ごう事故の影
響評価の検討

・代表的な機器形状であ
る環状型貯槽及び円筒型
貯槽を対象に水素爆ごう
解析を実施

【取得した知見】
・上記の両貯槽を対象と
した水素爆ごう解析モデ
ルを整備
・上記の両貯槽の水素爆
ごう時の健全性に関する
知見を取得

・代表的な機器形状であ
る円筒型貯槽を対象に排
気系を考慮した水素爆ご
う解析を実施

【取得した知見】
・排気ダクト、水封等を
含む円筒型貯槽を対象と
した水素爆ごう解析モデ
ルを整備
・水素爆ごう時のHEPA
フィルタの健全性に関す
る知見を取得

・これまでの知見を踏ま
え、技術資料等の作成を
実施予定



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

①－５ 耐食性・機械的特性への影響確
認試験

（実績額） 56 51 ５９

機器の除染作業が耐食性に及ぼす影響を確認するための腐食試験

・試験装置の性能確認試
験を実施

【取得した知見】
・試験データの取得が可
能であることを確認

機器の除染作業が機械的特性に及ぼす影響を確認するための水素吸収ぜい化試験

・タンタル材を対象にア
ルカリ溶液による腐食試
験を実施

【取得した知見】
・タンタル材のアルカリ
溶液に対する腐食挙動等
に関するデータを取得

・実機相当材（ジルコニ
ウム/タンタル/ステンレ
ス鋼）を対象にアルカリ
溶液/硝酸溶液の交互浸
漬による腐食試験を実施

【取得した知見】
・実機相当材のアルカリ
溶液/硝酸溶液の交互浸
漬に対する腐食挙動等に
関するデータを取得

【取得予定の知見】
・実機相当材を対象に金
属イオンが混入したアル
カリ溶液/硝酸溶液の交
互浸漬による腐食挙動等
に関するデータを取得
・実機相当材を対象に除
染後の実機通常運転条件
下での溶液相当条件にお
ける耐食性に及ぼす影響
評価データを取得

・水素吸収させたタンタ
ル材を対象に機械的特性
試験を実施

【取得した知見】
・タンタル材を対象に
アルカリ溶液中での水素
吸収挙動等に関するデー
タを取得
・タンタル材を対象に水
素吸収が機械的特性に及
ぼす影響を評価するデー
タを取得

・水素吸収させた実機相
当材を対象に機械的特性
試験を実施

【取得した知見】
・実機相当材を対象にア
ルカリ溶液/硝酸溶液の
交互浸漬による水素吸収
挙動等に関するデータを
取得
・実機相当材を対象に水
素吸収が機械的特性に及
ぼす影響を評価するデー
タを取得

【取得予定の知見】
・実機相当材を対象に金
属イオンが混入したアル
カリ溶液/硝酸溶液の交
互浸漬による水素吸収挙
動等に関するデータを取
得
・実機相当材を対象に水
素吸収が機械的特性に及
ぼすしきい条件を評価す
るデータを取得

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

・試験装置の性能確認試
験を実施

【取得した知見】
・試験データの取得が可
能であることを確認

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）

実機環境相当条件下 実機環境相当条件下
▽ 試験装置の整備 ▽ 基礎データの取得 ▽ のデータ取得 ▽ のデータ取得

実機環境相当条件下 実機環境相当条件下
▽ 試験装置の整備 ▽ 基礎データの取得 ▽ のデータ取得 ▽ のデータ取得



事業計画並びに実績及び事業費の推移

事業内訳 H29 H30 R１ R２

② リスク評価に係る科学的・技術的知
見の整備

（実績額） ― ― ―

リスク評価に係
る科学的・技術的知
見の収集・蓄積

・①－１～５の成果の取
りまとめ作業を実施予定

①－1～５の成果を活用

：実施内容 ：得られた知見 （単位：百万円）


